
丁銀No．91506

環境庁殿

　　　　　　　　　　最　終　報　告　書

ジクロロブロモメタンの藻類（Sε1ε磁3伽配匁ρ榔。用融〃1）に対する生長阻害試験

　　　　　　　　　　　　　（試験番号：91506）

1996年3月28日作成

財団法人 化学品
化学品安全セ

会
所
　
究



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Test　No．91506

　　　　　　　　　　　　　　　陳　述　書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　財団法人　化学品検査協会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　化学品安全センター　久留米研究所

試験委託者：　環境庁

表　題：ジク・・ブ・モメタンの藻類（sε1εnαs伽膨．卯r∫．。撒．加加）1こ対する

　　　　　　生長阻害試験

試験番号：　91506

　上記試験は契約書別添2「生態影響試験実施に関する基準」（平成7年9月26日）に準拠一

したものである。

　／〃∠年3月28日

運営管理者



Test　No．91506

信頼性保証書

財団法人化学品検査協会
化学品安全センター　久留米研究所

試験委託者：　環境庁

表 題：　ジクロロブロモメタンの藻類‘SεZε脇加配。卯吻。耀鷹〃りに対する

　　生長阻害試験

試験番号：　91506

　本試験は試験計画書及び標準操作手順書に従って実施され、本報告書には試験に

使用した方法、手順が正確に記載されており、試験結果は生データを正確に反映して

いることを下記の通り確認した。

監査又は査察内容 実　施　日 報告日（運舘理者） 報告日（試験責任者）

試験計画書監査 1996年1月29日 1996年1月29日 1996年1月29日
試験実施状況査察 1996年1月29日 1996年2月5日 1996年2月5日

試験実施状況査察 1996年1月30日 1996年2月5日 1996年2月5日

試験実施状況査察 1996年2月2日 1996年2月5日 1996年2月5日

最終報告書監査 1996年3月28日 1996年3月28日 1996年3月28日

／クノ6年げ月23日

信頼性保証部門責任者：



－
　
　
　
　
∩
∠

3

4

5

6

7

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Test　No．91506

　　　　　　　　　　　　試験実施概要

表　　　題

　ジクロロブロモメタンの藻類侮㎞α碑面㈱）に対する生長阻害試験

試験目的
　ジクロロブロモメタンについて、藻類（翻ε燃α勿α，㎜加η）に対する生長阻害

試験を行い、50％生長阻害濃度（EC50）及び無影響濃度（NOEC）を求める。

試験方法
　本試験は、OECD化学品テストガイドラインNo201「藻類生長阻害試験」

（1984年）に準拠して実施した。

適用GLP
　本試験は契約書別添2「生態影響試験実施に関する基準」（平成7年9月26日）に

準拠した。

試験委託者

　名　称：　　環境庁

住所：〒100東搏s千代田区霞が開一丁目外2

試験受託者

　名　称：　　財団法人　化学品検査協会

　所在地：　　〒136　東京都江東区亀戸5－6－21

試験施設
　名　称：　　化学品安全センター　久留米研究所

　所在地：　　〒830福岡県久留米市中央町19－14
　運営管理者：
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8．　試験関係者

試験責任者

試験担当者

　　生物試験担当

　　分　析　担　当

　　データ処理担当

試資料管理部門責任者

9．　最終報告書の承認

！ダ％年3月諮日

試験責任者 氏名

10．　試験期間

　　　試験開始日

　　　試験終了日

　　　暴露期間

1996年1月29日

1996年3月28日

1996年1月30目～1996年2月2日

1L　保　　　管

　　　試験計画書、生データ、記録文書、最終報告書及び被験物質は、最終

　　報告書作成後10年間、財団法人化学品検査協会化学品安全センター久留米

　　研究所の保管施設に保管する。その後の保管については試験委託者と協議の

　　うえ決定する。
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要　旨

試験委託者

環境庁

表　　題

　ジクロロブロモメタンの藻類（Sε1εnσs枷〃204ρr∫oo惚蜘〃7）に対する生長阻害試験

試験番号

91506

試験方法

　本試験は、OECD化学品テストガイドラインNo．201「藻類生長阻害試験」（1984年）

に準拠して実施した。
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11）

被験物質：

供試生物：
初期細胞濃度：

暴露期間　：

培養方式：

試験濃度：

連　　　数：

試験液量：
温　　　度：

照　　　明

試験液中の被験物質の分析

ジクロロブロモメタン．

Sθ1εnα甜η撒04ρがσornμ加η！（ATCC22662）

1×104censlmL

72時間

振とう培養（100rpm）

20，8．0，3．20，L28，0．512mg／L（公比：2．5），助剤対照区

（ジメチルスルホキシド100mg／L）及び対照区

1試験区につき3連

100mL（OECD培地）／容器×3容器／1試験区

23±2℃

10，0001ux（連続照明）

　　　　　　ヘッドスペースガスクロマトグラフィー（HS－GC）

　　　　　　（暴露開始時、終了時）

結　　果

　1）生長曲線下の面積の比較による生長阻害濃度

　　　　EbC50（0－72h）＝6、36mg／L

　　　　無影響濃度（NOEC）・＝0．802mg／L

　2）生長速度の比較による生長阻害濃度

　　　　ErC50（24－48h）＝548mg／L

　　　　無影響濃度（NOEC）＝0、802mg／L

　　　　ErC50（24－72h）＝923mg！L

　　　　無影響濃度（NOEC）＝5．09mg／L

　　　　　　　　（上記濃度は、全て暴露開始時測定値に基づく値）

一1一
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1．被験物質
　　　本報告書においてジクロロブロモメタンは、次の名称及び品質等を有する

　　ものとする。被験物質に関する情報については供給者提供の添付資料等による。

1．1名称、構造式及び物理化学的性病

1）　名　　　称

2）　構　造　式
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）
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）
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）
）
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16）

：　ジクロロブロモメタン

　（CAS番号　75－27・4）

：

　　　　　　　Cl
　　　　　　　t

　　　　C1－C－H
　　　　　　　l

　　　　　　　Br

分子式：CHBrC12
分子量：163．8野2
比　　　重：　L9836（20℃120℃）＃1

外観：無色透明液体粥
安　定　性：　不明

1．オクタノール／水分配係数（logP）二　L88謬2

pKa　　　：　不明

水への溶解度：　不溶群2

蒸気圧：50mmHg（20℃）＃ユ

純度及び不純物：含量（ガスクロマトグラフ法）965％＃！

　　　　　　　　　不純物　エタノール　0．7％規

ロット番号：　FLBOl

供　給　者：

供給量：125g（25g×5本）

入手目：1995年12月1目

情　報　源

　判：　供給者提供の添付資料

　規：　環境庁環境化学物質研究会編r環境化学物質要覧」（丸善）1988
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1．2被験物質の確認及び保管条件下での安定性

　　　被験物質は当研究所の冷蔵庫に保管した。

　　　入手した被験物質について赤外吸収スペクトルを測定し、被験物質の特性と

　　矛盾が認められないことを確認した。暴露終了後にも同様にスペクトルを測定

　　し、暴露開始前に測定したスペクトルと比較した結果、スペクトルに変化は無

　　かったことより被験物質は当研究所の冷蔵庫に保管中は安定であったと判断さ

　　れた。

2、　供試生物

　　　試験には、単細胞緑藻類であるSε1εno3伽加胆餌oorn鋤趨を用いた。

　　　本種は、American　Type　Culture　Collection（12301Parklawn　Drive　R．ockvi11e，

　　Maエyland．20852－1776U．S．A．）より入手したATCC22662株を、当研究所において

　　無菌的に継代培養しているものである。基準物質（重クロム酸カリウム、試薬

　　特級）の72時間EbC50は、0．395mg／しであった。

　　前培養

　　　試験に供する藻類は試験条件と同じ条件で暴露開始前に3日間培養したもの

　　を使用した。

3．　試験方法

3．1試験条件

　1）培養方式：振とう培養（1001pm）

　2）暴露期間　　72時間

　3）連　 数’1試験区につき3連
　4）　初期細胞濃度：　1×104cells／tnL

　5）　試験液量：　100mL（OECD培地）／容器×3容器／1試験区

　6）温　度・23士2℃一
　7）　照　　　明　：　10，0001ux（連続照明）

3．2培地

　　　前培養及び試験ともにOECD化学品テストガイドラインに示されている培地を

用いた。

［Table－1（p．9）］
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3．3試験容器、藻類培養試験装置及び機器

　1）試験容器：500mL容ガラス製三角フラスコ（密閉コック付）

　2）　藻類培養試験装置：　温度維持及び連続振とう培養が可能で、連続照明及び

　　　　　　　　　　　　　一定の照度を保てる装置（高崎科学器械）を用いた。

）
）
）
）
）
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システム顕微鏡BHS（オリンパス光学工業）

ガラス電極式水素イオン濃度計HM－11P

コールターカウンターZI型

アイソトンH（コールター）

測温抵抗体PT100オーム（培養装置設備）

3．4試験濃度の設定

　　　本試験に先立って行った予備試験の結果では20mg／しで100％生長阻害、

　　5。O　mg1しで0％生長阻害と考えられたので、試験濃度は20mg／Lを最高濃度と

　　して濃度公比25で5濃度区（20，8．0，3，20，1．28及びO．512mg／L）を設定した。

　．対照には培地のみの対照区とジメチルスルホキシドを100mg／L含んだ培地の

　　助剤対照区を設けた。

3．5試験液の調製

　　　被験物質1．Ogを正確に秤量し、ジメチルスルホキシド5mしに溶解させ、

　　2×105mg／しの試験原液を調製した。さらにこの原液を各試験濃度の104倍に

　　なるように適宜ジメチルスルホキシドで希釈した。試験液はこれらの試験原液

　　を培地100mしが入った試験容器に々イクロシリンジで10μLずつ添加して調製

　　した。また本物質は揮発性があるため、試験液中の被験物質濃度を安定にする

　　ために本試験と同様の条件下で24時間振とうしてから試験に供した。

3．6試験液の分析

　　　暴露開始時には試験液分析用及び水質測定用にあらかじめ別途調製した試験

　　容器（試験液）から一部を採取しHS－GCにより分析した。終了時には各試験区の

　　3容器の中層から試験液を等量採取して混合した後、遠心分離（3，000rpmで

　　10分間）をして、藻体を除去し、その上澄液を分析に供した。試験液の分析に

　　際しては、試料測定毎に標準溶液（濃度5，0mg／L）の測定を行い、そのピーク面積

　　比から定量した。詳細は付属資料一1に示した。
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3．7試験操作

　　　前培養した藻類の細胞数を計数し、試験液中の細胞濃度が1×104cens／mしと

　　なるように、前培養液の一定量を試験液の入った容器に添加した。

　　　各試験容器を23±2℃の培養装置に設置し試験を開始し、24、’48及び72時間

　　に細胞濃度を測定した。細胞濃度の測定は各試験容器より試験液を少量採取し、

　　電解液（ISOTON－IDで適宜希釈後、コールターカウンターにより計測した。

　　　試験液調製時のpHは3連の他に予備1本について測定し各濃度区の暴露開始

　　時のpHとし、終了時には3連全て測定した。暴露期間中、培養装置内の温度、

　　照度を1目1回測定した。

3。8数値の取扱い

数値の丸め方は皿S　Z8202－1985参考3規則Aによった。

4．　結果の算出

　　　得られたデータを基に以下の3項目の結果を算出した。結果の算出には暴露

　　開始時の被験物質濃度の測定値が設定値の±20％以上であったので測定値（暴露

　　開始時）を用いた。

4．1藻類生長曲線

　　　各濃度区及び対照区の細胞濃度の平均値を時間に対してプロットし生長曲線

　　を作成した。

4．2藻類生長阻害濃度の算出

　　　次に下記の方法で生長阻害濃度を算出した。

　1）　生長曲線下の面積の比較による生長阻害濃度（EbC50）

　　　　生長曲線下の面積は次の式により算出した。

　　　オーN1覗xf1＋Nl＋N2－2N・×（12一ご1）＋…＋妬威一2N・庶殊1）
　　　　　　　2　　　　　　　　　2　　　　　　　　　　　　　　　　　，2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
　
ヤでここ

。4　：生長曲線下の面積

ノ〉b：暴露開始時の設定細胞濃度（cells／戚）

ノV1：オ1時の実測細胞濃度（cells／価）

脇：砺時の実測細胞濃度（cells／mL）

‘1：暴露開始後最初に細胞濃度を測定した時間

‘n：暴露開始後n回目に細胞濃度を測定した時間

　生長曲線下の面積より各濃度区における生長の阻害百分率（IA）を次の式に

より算出した。
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　　ノ4一1f
1　目　O　　f×100
オ

　　　孟
　　　　c
ここで、

且。：対照区の生長曲線下の面積

。傷：各濃度区における生長曲線下の面積

　各濃度区に対応するIA値を片対数紙にプロットし回帰直線（最小二乗法）の

切片からEbC50（0－72）及び可能な場合、その95％信頼区間を算出した。

2）　生長速度の比較による生長阻害濃度（ErC50）

　　　指数増殖している培養での細胞濃度の平均値から平均の生長速度（μ）を

　　次の式より算出した。

　　　　1n2〉．一ln2〉1
　　μ＝
　　　　　’四一f1

　　ここで、

　　N1：‘1時の実測細胞濃度（cells／inL）

　　脇：rn時の実測細胞濃度（cells！舳）

　　‘1：暴露開始後最初に細胞濃度を測定した時間

　　砺：暴露開始後n回目に細胞濃度を測定した時間

　　　平均の生長速度（μ）より各濃度区における平均生長速度の低下百分率を

　　次の式により算出した。

　　μσ一μ‘
1　巴　　　　×100
川

　　　μσ

ここで、

μc：対照区の平均生長速度

μt：各濃度区における平均生長速度

　各濃度区に対応する』値を片対数紙にプロットし回帰直線（最小二乗法）の

切片からErC50（24－48）、ErC50（24－72）及び可能な場合、その95％信頼区間を

算出した。

4．3　無影響濃度（NOEC）の算出

　　　各試験容器毎の生長曲線下面積及び生長琢度について、一元配置分散分析

　　及びDu皿ettの多重比較法により有意差の検定を行い、対照区と比較して

　　有意差（5％水準）が認められない最高試験濃度を無影…響濃度（NOEC）とした。
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5．　結果及び考察

5．1試験成績の信頼性に影響を及ぼしたと思われる環境要因

　　　該当する要因はなかった。

5．2試験液中の被験物質濃度

　　　暴露開始時及び終了時（暴露開始後72時間）に試験液中の被験物質濃度を測定

　　した。暴露開始時の被験物質濃度は0、312～13．1mg／L（設定値0．512～20mg／L）

　　であり、設定値に対する割合は、60．9～65．5％であった。終了時の被験物質

　　濃度は0．266～12．6mg／しであり、設定値に対する割合は、50．5～62．8％で

　　あった。暴露開始時の測定値が設定値の80％を下回ったため、結果の算出には

　　設定濃度ではなく測定濃度（暴露開始時）を用いた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［Table2（p．10），付属資料一1］

5．3藻類生長曲線

　　　対照群（対照区及び助剤対照区）における細胞濃度は暴露終了時までに60倍

　　以上に増殖した。これは試験条件下で正常な生長をしたことを示す。また、

　　対照区と助剤対照区では生長に有意な差は認められなかった。各濃度区の生長

　　は対照群と比較して以下のとおりであった。20mg／L（測定濃度13．1mg／L）区では

　　暴露開始後24時間からかなりの生長阻害が認められ、その後終了時まで全く

　　生長を示さなかった。3．20及び8．Omg／L（測定濃度2．02及び5．09mg／L）区では

　　暴露開始後24時間においては対照群とほぼ同じ生長を示したが、48時間では

　　若干生長が抑制され、その後回復する傾向がみられた。また両者とも全く同じ

　　生長を示した。1．28mg／L（測定濃度0．802mg／L）以下の濃度区では対照群とほぼ

　　同じ生長を示した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［Table3（p．11），Figure1（p．17）］

5．4　半数影響濃度（EC50）及び無影響濃度（NOEC）

　1）　生長曲線下面積の比較による生長阻害濃度（EbC50）

　　　　ジクロロブロモメタンの測定値に基づくEbC50（0－72h）は636mg／しであり、

　　　その95％信頼区間は本試験の結果からは得られなかった（対数正規確率紙を

　　　用いて算出した場合、EbC50（0－72h）は4。13mg／しで、その95％信頼区間は得ら

　　　れなかった）。対照区と比較して有意差が認められない最高試験濃度（無影響

　　　濃度（NOEC））は0．802mg！L（測定濃度）と判定された。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［Table4，5（p．12，13），Figure2（p．18）］

一7一



Test　No．91506

2）　生長速度の比較による生長阻害濃度（ErC50）

　　　ジクロロブロモメタンの測定値に基づくErC50（24－48h）、ErC50（24－72h）は、

　　それぞれ5．48mg／L、9．23mg／しであり、それらの95％信頼区間は共に本試験の

　　結果からは得られなかった（対数正規確率紙を用いて算出し年場合、

　　ErC50（24－48h）、ErC50（24－72h）・は、それぞれ2．42mg／L、6．54mg／しであり、

　　それらの95％信頼区間は共に得られなかった）。対照区と比較して有意差が

　　認南られない最高試験濃度（無影響濃度（NOEC））は、それぞれ0、802mg／L、

　　5．09mg／L（共に測定濃度）と判定された。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［Table4，5（p．12，13），Figure3（p．18）］

5．5温度、pH及び照度

　　　72時間の暴露期間中の藻類培養装置内の温度は23．1～23．5℃であった。

　　試験液のpHは暴露開始時が7．54へ7．56であり、暴露終了時が8．01～10．42で

　　あった。72時間の暴露期間中の藻類培養装置内の照度は10，0001uxであった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［Table6，7，8（p．14～16）］

5．6試験液の状態

　　　調製時の試験液は無色透明であり、終了時では20mg／L（測定濃度13．1mg／L）区

　　で無色透明であり、それ以下の濃度区では細胞増殖のため緑色を呈していた。

以　上
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Table1．　OECD　medium

Nutrient　salts

H3BO3

MnC12・4H20

ZnC12

FeC13・6王120

Na2EDTA・2H20

CoCh・6｝王20

Na2MoO4・2H20

CuC12・2HンO

CaCh・2］日ンO

NH4Cl

KH2PO4

NaHCO3

MgC12・6H20

MgSO4・7H20

Concentrationm

　　　　　O．185

　　　　　0．415

　　　　　0．003

　　　　　0．08

　　　　　0．1

　　　　　0．0015

　　　　　0．007

　　　　　0．OOOO1

　　　　　18

　　　　　15

　　　　　1．6

　　　　　50

　　　　　12

　　　　　15
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Table2。Concentrations　ofdichlorobromomethane　in　growth　inhibition　test

　　　　　　　　using　SθZθηαs枷η2c卯ガoornzπz’襯　under　sta』tic　conditions

　　Nominal
concentration

　　（mg／L）

Obselvedconcentration（mg／L）
　　　　　　ercent　of　non五na1

0－houra） 72、hourb） MeanC）

Contro1 0 0

0．512 0．312

60．9

0．266

51．9

0．288

56．3

1．28 0．802

62．6

0．647

50．5

0．722

56．4

3，20
∩
∠
3

0
　
．・
3

《
∠
6

Q
／
Q
ノ

石
Z
1
5

5
Q
ノ

£
7
一

－
【
」

8．0 Q
ノ
弓
ノ

0
　
．、
3

《
」
∠
0

Q
／
Q
ノ

月
ノ
　
．

』
∩
ン4
5

」
弓
8

Q
ノ
　
．層
1

4
ご
∪

20．0 －
《
」
つ
」
5
1
6

6
Ω
∪

（
∠
（
∠1
6

8
《
∠

ハ
∠
4
1
6

a）il血ial

b）丘nal

c）The　values　are　expressed　as　t㎞e－weight　means　calculated

　　by　the食）110輌ng　equation．

（C・一C72）×72／（1nC。一1nC72）×72

　where
　　Co：the　observed　concentration　at　O－hour

　　C72：the　observed　concentra』tion　at72＿h6ur

　　hCo＝the　nahユral　Iogahthm　of　Co

lnC72：thenatur田109短t㎞ofC12
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Table3

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TestNo．91506

Celldensity・fSε1εnα5舳吻岬r∫・・7n伽加during72－h・urexp・sure

to　dichlorobromomethane

　Observed
COnCentratiOn

　　（mg／L）

Celldensi旬（×104cells／証）

No、 0－hoUr 24－hour 48－hour 72－hour

Contro1
ー
ヘ
∠
3

1．0

1．0

1．0

8．6

8．1

8．O

48．9

45．4

43．0

64．2

87．1

77．3

Average

　S．D． 0
0
1
0

∩
∠
3

Q
り
0

Ω
り
Q
／

5
（
∠

4
【
∠
5

6
1
⊥
7
1Solvent　control

－
【
∠
3

1．0

1．0

1．0

8．7

10．0

8．3

44．4

44．3

46．9

75．2

96．9

78．1

Average

　S．D． 0
0
1
0

O
Q
ノ

ハ
ソ
0

ハ
∠
5
5
1

4
4
Ω
U
3
1
8
1O．312

－
《
∠
3

1．0

1．0

1．0

弓
ノ
6
Q
り

Q
／
8
7

48．9

35．7

38．9

73．0

70．0

66．8

Average

　S．D． 0
0
1
0

門
ノ
0

Ω
0
1
⊥

《
∠
Q
／

ー
ユ
6

4
Q
ノ
ー

Q
1
3

6

0．802

－
《
∠
3

1，0

1．0

1．O

n
ソ
0
ハ
∠

弓
ノ
n
ソ
8

40．8

36．9

39．3

74．6

61．2

62．2

Average

　S．D． 0
0
1
0

4
〆
Q
8
0

0
∩
ソ

n
ソ
ー

3

ハ
U
4

6
7

6

2、02

－
《
∠
3

1．0

1．0

1．0

6
《
∠
∩
∠

η
ノ
7
8

27．7

28．5

25．0

61．5

61．4

58．8

Averaσe
　　　　．o

　S．D． 0
0
1
0

弓
ノ
5
7
0

1
⊥
8

月
ノ
ー

2

6
6
0
1

6

5．09

ー
ハ
∠
3

1．0

1．0

1．0
1
0
3

7
7
8

26．5

23．4

31．2

61．5

60．7

64．8

Average

　S．D． 0
0
1
0
5
7

弓
ノ
0
0
0
7
4

2 3
ハ
∠

（
∠
（
∠

6

13．1

－
う
∠
3

1．0

1．0

1．0

【
∠
【
U
Q
ノ

∠
「
4
3

4
4
0

4
4
3

ハ
∠
∩
∠
ハ
ソ

4
4
2

Average

　S．D． 0
0
1
0

《
∠
4
4
0

Q
／
8
3
0

弓
ノ
8
3
0

一11一



Test　No．91506

Table4． Growthinhibitionof3εZεnα鋤彫岬ri・o臓物duhng72－hourexp・sure

to　dichlorobromomethane

　Obselved
COnCentratiOn

　　（mg／L）

Area Inhibition　　　Rate　　　Inhibition　　　］㎏te

　　（％）　　　　　　　（％）

Inhibition

　　（％）

No．

Contro1 1
2
3

A（0－72h）IA（0－72h）μ（24－48h）Im（24－48h）μ（24－72h）Im（24－72h）

2090

2270
2090

0．0723

0．0720

0．0699

0．0837

0．0992

0．0943

Avera．e　　2150 0．0714 0．0924

Solvent　contro1
－
∩
∠
3

2120
2410

2200

1．56

－11．9

－2．42

0．0677　　　　5．20

0．0622　　　　12．8

0．0721　　　－0．933

O．0897

0．0948

0．0933

2．94

－2．58

－O．999

Avera　e　　2240 一4．24 0．0673 5．70 0．0926 一〇．215

0．312

－
《
∠
3

2220
1840

1870

一3．37

14．3

13．3

0．0673

0．0594

0．0668

5．81

16．9

6．51

0．0839

0．0874

0．0893

9．16

5．46

3．39

Avera　e　　1980 8．06 O．0645 9．73 0．0869 6．OO

0．802

ー
ヘ
∠
つ
」

2000
1780

1830

6．84

17．3

15．0

0．0685

0．0587

0．0650

4．10

17．8

8．92

0．0936

0．0798

0．0842

一1．30

13．7

8．89

Avera　e　　1870 13、1 0．0641 10．3 0．0859 7．09

2．02

－
∩
∠
3

1530

1530

1440

29．0

28．8

32．9

O．0538

0．0575

0．0462

24．7

19．4

35．3

0．0870

0．0895

0．0818

5．81

3．12

11．5

Avera　e　　1500 30．2 0．0525 26．5 0．0861 6，80

5．09

－
∩
∠
つ
」

1490
1400

1670

30．9

35．0

22．5

0．0547

0．0501

0．0554

23．4

29．8

22．4

0．0897

0．0899

0．0859

2．89

2．74

7．07

Avera　e　　1520 29．5 0．0534 25．2 0．0885 4．23

13．1

ー
ハ
∠
3

196

206
139

90．9　　　0．00195　　　97．3

90．4　　　－0．00223　　　103

93．5　　　－0．0112　　　　116

0．000387

－0．OO455

－0．0126

99．6

105

114

Avera　e 180 91．6　　　－0．00382 105 一〇．00557 106
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Table5。　Calculated　EC50and　NOEC　ofdichlorobromomethane

　　　　　　inSθ1εnα5枷潮岬rfσo御渡〃溺

　　Based　onIAvalue

Dichlorobromomethane

（mg／L）

　95＿Percent
confidence　linl丘ts

　　　（mg／L）

EbC50（O－72h） 6．36

NOECb（0－72h） 0．802

Based　onI皿value

Dichlorobromomethane

（mg／L）

　95－Percent

con丘dence　limits

　　　（mg／L）

ErC50（24－48h） 5．48

NOECr（24－48h） 0．802

ErC50（24－72h） 9．23

NOECr（24－72h） 5．09

一13一



Table6．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Test　No．91506

Temperature　in　the　incubation　chamber　during72－hour　exposure

to　dichlorobromomethane

Exposure　time

　　　（hour

Temperature

　　　（？C

　
4
Q
O
（
∠

0
2
4
7

23．1

23．1

23．3

23．5

Avera　e 23．3
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Table7． pH　values　ofmedia　at　o－hour　and72－hour　expbsure

to　dichlorobromomethane

　Observed
COnCentratiOn

　　（mg／L）

pH

No． 0－hour 72－hour

Contro1 1
2
3
…

7．54

Solvent　contro1 1
2
3
…

7．54

10．24

10．33

19∴領．．

O．312 1
2
3
…

7．55

0．802 1
2
3
…

7．56

10．40

10．42

．⊥9、在9

10．36”

10．30

．19」22．．

2．02 1
2
3
…

7．56

10．42

10．36

．！9酪．

5．09 1
2
3
㎜

7．55

10．19

10．33

19、⊇2．

13．1

ー
ハ
∠
3

7．56

9．95

9．92

．2：2⊇．

8．13

8．04

8．01

一15一



Table8．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Test　No．91506

Lightintensi旬inlhe血cubati・nchamberduhng72－h・urexp。sure

to　dichlorobromomethane

Exposure　t㎞e

　　　（hour

Light㎞ltensity

　　　　（1ux

0
2
4
4
8
7
2

10000
　　，

10000
　　）

10000
　　，

10000
　　，

Avera　e 10000
　　｝
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　　　　付属資料一1

試験液の分析方法及び分析チャート

　　　　　　（全H頁）



TestNo．91506

試　　験　　名

被験物質物質名

’　藻類生長阻害試験

　ジクロロブロモメタン

1）試験液の分析方法

①試験液の前処理操作

　　　混合した溶液は、そのままもしくは蒸留水で希釈して、以下のフロース

　　キームに従いヘッドスペースーガスクロマトグラフィー（HS－GC）によって

　　分析した。

フロースキーム

試験液分析試料

・分取　8mL　（ピペットマン、

　　　　　　　　20mL容バイアルビン）

←ジメチルホルムアミド　必要量

　　　　　　　（マイクロシリンジ）

・密閉　（アルミキャップシール）

H　S－G　C試料

　最終定容溶液中の被験物質濃度は、クロマトグラム上の被験物質のピーク

面積を濃度既知の標準溶液のピーク面積と比較し、比例計算して求めた。

②被験物質溶液の調製

　　　被験物質100mgを正確にはかりとり、ジメチルホルムアミドに溶解して

　　1，000mg／しの被験物質溶液を調製した。これをジメチルホルムアミドで希釈

　　して10及び100mg／しの被験物質溶液を調製した。

③標準溶液の調製

　　　分析試料中の被験物質濃度を求めるための標準溶液の調製は次のように

　　して行った。20mL容バイアルビンに蒸留水8mLを添加し、これに

　　1，000mg／しの被験物質溶液を40μL添加した後、ただちにアルミキャップ

　　シールを行い、5．Omg／しの標準溶液を調製した。

一レ
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2
） G　Cの分析条件

ヘッドスペースオートサンプラー条件

　・機　　　　器　　　PERKINELMERHeadSpaceSamplerHS40

　　　　　　　　　　　PER』KINELMER．製

・サンプル加熱温度

・加　温時間
・二一ドル温度
・トランスファー温度

ガスクロマトグラフ条件

　・機　　　　器

・検　　出　　器

・検出器温度
・カ　　ラ　　ム

・カラム温度

・昇温速度
・試料導入部温度

・キャリアーガス

・水　　　　素

・空　　　　気

・スプリット比

・感　　　　度

80℃

60分
140℃』

150℃

HP5890Series－II

HEWLETrPACKARD製
水素炎イオン化検出器（FID）

250℃

NeutrぎBond－1（0．25mmm×50m）

40℃（2min）→200℃（2m血）

10℃／曲

200℃

ヘリウム　160kPa

1．2Kg／cm2

2．O　Kg／cm2

1：50

レンジ1V

一2一
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3）検量線の作成

　　1）③の標準溶液の調製と同様にして5．0及び25．O　mg／しの標準溶液を調製

　　した。また、10及び100mg／しの被験物質溶液より、それぞれ0．20及び1．O　mg／L

　　の標準溶液を調製した。これらを分析機器の定量条件に従って分析し、得ら

　れたそれぞれのクロマトグラム上のピーク面積と濃度により、検量線を作成

　　した。

一3一
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